
回答日： 令和7年4月11日

番号 該当書類名 該当ページ 該当項目

1 実施要領 1
３　参加要件
（1）参加条件③

2 実施要領 1
３　参加要件
（１）参加条件④

3 実施要領 3
６　１次選考（提案評価）
（1）提案書の提出
　①提出書類及び部数

4 実施要領 3
６　１次選考（提案評価）
（1）提案書の提出
　①提出書類及び部数

5 実施要領 3
６　１次選考（提案評価）
（1）提案書の提出
　①提出書類及び部数

6 実施要領 3
６　1次選考（提案評価）
（１）提案書類の提出

7 提案依頼書 1
１　基本項目
　（1）企業概要について

8 提案依頼書 1
１　基本項目
　（2）施工実績について

9 提案依頼書 1
１　基本項目
　(3) 市内業者の活用に
ついて

親会社が同一である場合は資本関係があるとみなします。
したがって、資本関係等に該当します。

一般的な送付文・添え状の内容で構いません。

目次は№３提案書一式に含めてください。
№２提案書 サマリーと№３提案書一式は同じファイルでまとめず別々
に提出してください。

表紙及び目次は含みません。

回答

防災行政無線システム更新整備業務委託　受託事業者選考プロポーザル　質問に対する回答

質問の内容

③の構築実績でございますが、共同企業体（JV）の代表者として契約
締結いたしました。単独での契約締結ではございませんが、実績として
お認めいただけますでしょうか。（当該システムの保守は単独で契約締
結しております。）
『資本関係等にある企業全体で機器供給証明書は1枚のみ有効』とあ
りますが、機器製造会社間（全く違う製品を開発・製造している２社）で
直接の資本関係は無く、両社が共通の親会社との資本関係がある場
合は前述の資本関係等に該当しない認識でよろしいでしょうか。

No.2の提案書サマリーは概要についての記載かと思いますが、目次も
本紙に記載となりますでしょうか。それとも提案書一式（３０ページ以
内）の方に含まれるのでしょうか。なお、提案書サマリと提案書一式は
ファイル化（１０部）して提出予定です。
No.5の電子データ（電子媒体）１式とありますが、１部（１枚）の認識でよ
いでしょうか。（CD-Rでの提出を予定しています）

提案書一式について、30ページ以内とありますが、表紙・目次は30
ページに含まれますでしょうか。

No.1の提出文（任意様式）とはどのようなもの記載すればよろしいで
しょうか。

実績として認めます。

№５電子データについては、１部（1枚）ご提出ください。

「貴社の事業領域、財務面、取り組み事例や防災行政無線の整備に
関連する公的資格について簡潔に説明してください」とありますが、こ
こでいう「取り組み事例」と「防災行政無線の整備に関連する公的資
格」については具体的にどのような内容を指しておりますでしょうか。

本件に関することを説明してください。

受託事業者選定プロポーザル実施要領p.3　6　（1）　④に「公平性、透
明性を確保する観点から提案書には、事業者名及びロゴ等による表
現はせず・・・」とありますが、納入先自治体名は明記してもよろしいで
しょうか。

施行実績の納入先自治体名については、明記可とします。

「工事費用全体に占める市内事業者の発注割合を提示してください」と
ありますが、発注予定金額でもよろしいでしょうか。
発注予定金額ではなく、発注割合での提示が必須な場合は工事費用
の定義をご教示ください。（設計費、機器費、工事費（※）を含めた金
額、機器費、工事費（※）を含めた金額、工事費（※）のみの金額のい
ずれかと想定しております。）
（※）工事原価＋一般管理費等

発注予定金額ではなく、発注割合を提示してください。
工事費用については、直接工事費のみとします。



回答日： 令和7年4月11日

番号 該当書類名 該当ページ 該当項目 回答

防災行政無線システム更新整備業務委託　受託事業者選考プロポーザル　質問に対する回答

質問の内容

10 提案依頼書 1
１　基本項目
(3) 市内業者の活用につ
いて

11 提案依頼書 2
３　置局設定
（３）追加提案について

12 提案書依頼書 3
４　システム導入後の維
持管理

13 提案書依頼書 3
４　システム導入後の維
持管理

14 提案書依頼書 3
４　システム導入後の維
持管理

15 要求水準書 5 第２共通事項

16 要求水準書 8
２　親局設備
（２）操作卓（基本機能）
（テ）

17 要求水準書 8
２　親局設備
（２）操作卓（基本機能）
（テ）

18 要求水準書 9  （7）外部システムの（イ）

既設インターネット回線があり使用可能です。
新たに構築する場合は、本件とは別費用となります。

連携先業者側に関する費用については、本件とは別費用となります。

J:com様との連携内容、方法を確認したいため、j:com殿の問い合わせ
先をご教示ください。

「情報を株式会社アルカディアのスピーキャンライデンを介して横須賀
市公式ホームページや各種SNS などの複数メディアに対して一括配信
する機能を有すること。」と記載されていますが、連携する際にインター
ネット回線を使用します。
使用可能なインターネット回線はありますでしょうか。
また新規にインターネット回線を構築する場合、構築費・運用費は本工
事には、含めない認識でよろしいでしょうか

「情報を株式会社アルカディアのスピーキャンライデンを介して横須賀
市公式ホームページや各種SNS などの複数メディアに対して一括配信
する機能を有すること。」と記載されていますが、連携先業者側にかか
る構築費および運用費は、本工事に含めない認識で宜しいでしょうか。

J:com株式会社への問い合わせ先については、別途事務局へ連絡くだ
さい。

アンカー施工にかかわる施工条件の確認になります。
新たにあと施工アンカー敷設が必要になった場合は鉄筋検査を実施
後、施工箇所のアスベスト調査を省略する、アスベストみなし施工で実
施することを前提とした積算方法でよろしいでしょうか。

アスベスト調査に関しては法令を遵守して積算及び施工してください。

「工事費用全体に占める市内業者の発注割合」について、判断する根
拠となる見積もりなどは、どのタイミングでご提示したらよろしいでしょう
か。また、その資料はどのような判断材料として利用されますでしょう
か。

根拠となる見積書等は、最終的に受託候補者となった後に提出を予定
しており、発注割合を確認します。

受託事業者選定プロポーザル実施要領p.3　6　（1）　④に「公平性、透
明性を確保する観点から提案書には、事業者名及びロゴ等による表
現はせず・・・」とありますが、市内業者名も同様と考えて良いでしょう
か。

市内事業者名については、明記可とします。

機能の追加提案とありますが、機器の追加提案と読み替えてもよろし
いでしょうか。

機器の追加提案も可とします。

（２）維持管理について(カ)消耗品費は、交換作業費や廃棄費用など消
耗品交換に必要となるすべての費用を記載することでよろしいでしょう
か。

（カ）消耗品費は、バッテリー等消耗品の材料・機器費用とし、交換作業
費や廃棄費用については、（キ）その他に具体的に記載してください。

（２）維持管理について（キ）その他は、今回の提案により、貴市にて追
加で支払いが必要になるすべてのサービス利用料（アルカディアサー
ビス利用料、セキュリティソフトライセンス利用料など）を記載することで
よろしいでしょうか。

（キ）その他については、本市が支払う費用ではなく、（ア）～（カ）に該
当しない費用がある場合、記載をお願いします。
サービス利用料など本市が追加で支払う費用が発生する場合は、参
考で記載をお願いします。



回答日： 令和7年4月11日

番号 該当書類名 該当ページ 該当項目 回答

防災行政無線システム更新整備業務委託　受託事業者選考プロポーザル　質問に対する回答

質問の内容

19 要求水準書 10
５　屋外拡声子局装置
（６）

20 要求水準書 10 ５　屋外拡声子局装置（７）

21 要求水準書 14 第４　機器の構成

22 要求水準書 19 ８　配線作業

23 要求水準書 19 12　撤去について

24 現行システム系統図 4 -

25 受託事業者 選考基準 - ６　総合評価

配点30点とありますが、何を評価するものなのでしょうか。 提案書や説明内容等についての評価を予定しています。

現行システムでアンサーバック機能がある子局は、今回の更新事業後
もアンサーバック機能を持たせるとの認識でよろしいでしょうか。もしア
ンサーバック子局を減らす場合は、明確な理由を提案書に記載が必須
との認識でよろしいでしょうか。

アンサーバック機能がある子局の設置については、提案依頼書「３　置
局設定　（２）音響設計について」で記載があるとおり、増減して設置す
る場合は、理由を説明してください。

外部接続箱(延長タイプ)の設置されている場所については、現行シス
テム通り外部接続箱(延長タイプ)が必要とのことでよろしいでしょうか。

外部接続箱(延長タイプ)の設置はアンサーバック機能がある子局を想
定しています。

「本一覧の内容（規格・数量）を参考として、詳細を提案すること」とあり
ますが、現行機器構成表や現行システム系統図上で明らかに不要な
機器、数量減の機器がありましたらご教示ください。
（例：地図表示盤、モニタ受信機は不要。連絡通話遠隔制御部は既設
は２台だが、更新時は１台。）

不要な機器については、（参考）現行機器構成表中「地図表示盤及び
壁取付チルト金具」となります。

電線管、ケーブル、支持金具、アンテナ取付金具等に損傷や劣化が無
いと判断した場合は、既設流用としてもよいでしょうか。

原則、新品へ交換してください。

中継局設備の局舎を使用しない設計とした場合、局舎の撤去は必要
でしょうか。また屋外拡声子局設備の撤去については鋼管柱や基礎コ
ンクリートはすべて撤去し、路面復旧とする認識でよいでしょうか。

中継局設備を使用しない場合は、局舎以外（既設無線機器、空中線及
び非常用発電機等）は撤去してください。また、鋼管柱の撤去に関して
は、原則原状回復とします。

既設鋼管柱を撤去する場合、原則地中の基礎部分も撤去して原状回
復してください。ただし、基礎部分の全撤去が困難な場合に限り、最小
限の残置は認めます。

【既設鋼管柱撤去時の基礎部について】
屋外拡声子局を減らすことが可能であると判断した場合、鋼管柱の撤
去を行う必要があります。
鋼管柱の撤去の際、地中の基礎部分はすべて撤去し残土などで埋め
戻しを行うことと判断してよろしいでしょうか？
また、立地条件などにより基礎部分の撤去が難しいと判断した場合、
鋼管柱のGLからマイナス約200mmで切断し、基礎部分の残置は可能
でしょうか。


